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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

事業活動全般の環境影響評価を行い社長は環境方針、目的、目標を定め、法規
制、条例等、及び本社、工場として受け入れを決めたその他の要求事項を遵守
し、更に自主的運用基準も加え環境保全活動に取り組みます。地域社会との強
調、融和を図り地域の環境活動への参加を通じて環境保護に協力します。環境に
関する教育、社会活動を実施し、従業員の環境方針の理解と環境に関する意識の
向上を図ります。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

月１回環境会議を開催し、その中で法令の遵守状況の確認を行っ
ている。
平成２７年９月に下水道法の排水基準違反があり、八幡市へ日常
巡回の順守と処理薬剤の常備にて抑制に努める事で了承をいただ
いた。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

計画通りに取り組むことが出来ている

基 本 方 針

空調の適温化（冷房28度程度・暖房20度程度）で実施・クールビズ実施・生産体
制の見直しを実施・高効率の照明機器に更新、老朽化した空調設備の更新も進め
ていく。
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適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　平成２９年　７月　３１日

本社・京都工場及び関東工場及び首都圏事務所

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

評価・見直しの必要性については、１年に１回検討している。
前年度に続き、取組の妥当性を評価・確認し、継続して環境マネ
ジネントシステムの運用を行っている。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

平成２９年１月に老朽化設備である一般空調設備の一部更新を実
施。
同年７月にも残りの一般空調設備の更新を実施した。

認 証 番 号

CO2削減　2014年度比で2018年度までに年平均3%削減

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容


